
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and TourismGeospatial Information Authority of Japan

火山土地条件図「蔵王山」の
整備について（報告）

令和６年１月24日

国土交通省 国土地理院

令和５年度蔵王山火山防災協議会幹事会資料

2017026cc
テキストボックス

2017026cc
テキストボックス

2017026cc
テキストボックス
資料７



火山土地条件図「浅間山」の一部

⚫過去の火山活動により形成された地形や噴出物(溶岩流、火砕流、スコリア丘等)の分布、噴火後の侵食地形
や堆積地形（放射谷、崩壊、地すべり、岩屑なだれ堆積地、火山麓扇状地等）などを表示した縮尺1/10,000
～1/50,000の火山に特化した地形分類図。

⚫ 1988（昭和63）年7月の測地審議会（当時）の第四次火山噴火予知計画の建議において、火山活動に伴う
防災計画、土地保全計画等のための基礎資料として火山土地条件図が位置付けられ、整備を開始。

⚫火山防災のために監視・観測体制の充実等が必要とされた50火山を優先して整備。

⚫火山災害の予測や防災対策立案に利用されているほか、各種調査・研究、教育のための基礎資料や地域・郷
土の理解を深めるための資料としても活用できる。
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⚫火山土地条件図の地形分類データのみのGISデータ。

⚫地理院地図で公開しており、地図上でクリックすると、ポップアップで凡例と説明文が表示され、

火山の成り立ちがワンクリックで確認できる。

地理院地図画面をクリックすると
「説明」と「区分」がポップアップ
表示される

火山地形分類データ 3

地理院地図で火山地形分類データ（浅間山）を表示した状態



火山土地条件図公開状況（令和5年11月末時点） 4
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⚫50火山中公開済み 28火山
⚫令和5年度中に

✓1火山公開（蔵王山）

✓１火山整備予定（焼岳）

青字：R4年度整備、R5年度公開
赤字：R5年度整備、R6年度公開予定
灰字：未整備



5火山土地条件図「蔵王山」の作成範囲
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蔵王火山地質図（産業技術総合研究所） 2015年作成

蔵王火山地質図と作成範囲の比較 6



蔵王山噴火警戒レベル図との比較

蔵王山の噴火警戒レベル（気象庁） リーフレット（令和3年12月）より
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蔵王山ハザードマップとの比較

蔵王山火山防災マップ（宮城県、山形県：2017年1月） より
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刊行予定の火山土地条件図「蔵王山」（全体：A1判）
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刊行予定の火山土地条件図「蔵王山」（山頂付近拡大）
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刊行予定の火山土地条件図「蔵王山」3D表示
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GISの3D表示機能にて
傾斜量図と重畳



火山土地条件図「蔵王山」凡例（一部） 12



火山土地条件図「蔵王山」火山地形分類（凡例）体系
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⚫大分類で火山地形とその他の地形を分類
⚫中分類で活動期（Ⅰ～Ⅵ）ごと及び南蔵王火山体と、それらに共通する火口・カルデラを分類
⚫小分類で各活動期の各溶岩流や火山体斜面を分類
⚫細分類で溶岩流内の地形を分類

火山地質図を参考に
しつつ、地形区分
として整理



火山土地条件図「蔵王山」凡例（その他の地形） 14

火山砂防への活用も意識した地形分類



【補足】 本調査が研究に役立った事例 15

⚫調査(地形判読)の過程で、下図の赤破線枠の段丘面が岩屑なだれ堆積物(あるいはラハール
堆積物)である可能性を示唆。（※地形的には段丘を呈するため、成果図では段丘面として分類・表示）

⚫本調査にあたり助言をいただいた山形大学の伴教授による調査の結果(令和5年8月公表)、
当該域にラハール堆積物が分布していることが判明。

伴教授による掘削調査地点



今後の予定 16

令和６年２月21日（水） 刊行・公開
・受注生産によるインクジェット出力図刊行(有償)

・ウェブサイトによる画像データの提供(無償)

・地理院地図による閲覧 (無償)

※上記刊行・公開に合わせた報道発表等を検討中

【問い合わせ先】

国土地理院 応用地理部 火山グループ

< gsi-volcano2+@gxb.mlit.go.jp >
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